
今月の
　記念日

ひじきサラダ

交野市職労　国武　裕次さん

協力：現業評議会・給食部会

① 鶏ささみ肉はゆでて、ほぐし身にする。
② 芽ひじきは水でもどしておく。
③ 濃口しょうゆ・砂糖・みりん・菜種油をいれて一煮立ちさせ
たところに、鶏のほぐし身・芽ひじき・ホールコーン・ミッ
クスビーンズ・むきえだまめを入れコトコトと数分煮込み、
仕上げに酢をいれてできあがり。
④ できたものを冷蔵庫に入れて冷やす。
　しっかりと味がしみた、モチモチとした食感のやみつきにな
る冷たいサラダです。

作り方

■ 鶏ささみ肉20ｇ、芽ひじき５ｇ、ホールコーン28ｇ、ミック
スビーンズ（いんげん豆・金時豆・大豆などの入った水煮や
ドライパック）20ｇ、むきえだまめ20ｇ、砂糖2.8ｇ、濃口
しょうゆ5.6ｇ、みりん4.8ｇ、菜種油４ｇ、酢２ｇ

材料（４人分）
カルシウム･食物繊維･たんぱく質など

栄養満点

「サーミの血」「サーミの血」

泉北をレモンの街に
「泉北レモンの街ストーリー」
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堺市

泉北レモン

おおさか自治体の仲間　2018年11月15日　第348号 ４５ 2018年11月15日　第348号　おおさか自治体の仲間

　門真市に生まれ、1945年10月第44代内閣総理大臣に就任した幣原は「日本国憲法」の誕生に関わり、特
に「戦争放棄」を謳った第９条の成立に大きな役割を果たしました。幣原はマッカーサー元帥に「戦争を
世界中がしなくなるようになるためには、戦争を放棄するということ以外にない」と説き、「戦争放棄」
を提案。また「世界から信用をなくしてしまった日本にとって、戦争を放棄するというようなことを、は
っきりと世界に声明すること。それだけが日本を信用してもらえる唯一の誇りとなることではないでしょ
うか」と話したといいます。その勇気と決断は、日本と世界の平和を築く大きな力となっています。

　ボジョレー・ヌーヴォーはフランス・ブルゴーニュー地方の南部の丘陵地帯、ボジョレー地方
で収穫祭を祝うために作られる赤ワインのこと。その年にとれた葡萄で作られ、瓶詰めされ、
11月の第３木曜日０時に解禁されます。フランスでは日曜日は運送業者やワインショップ、レ
ストランが休業になるため、政府が1984年に解禁を「第３木曜日」としました。日本は時差の
関係から、世界の先進国の中で最もはやく解禁の時を迎えるということで、「初物」好きの日
本人の間でブームになりましたが、2004年をピークに半分程度の輸入量となっています。

世界の共通の敵は
戦争それ自体である

ボジョレー・ヌーヴォー解禁日
11月15日

（第３木曜日）幣
しで

原
はら

 喜重郎
 （1872年～1951年）

　

北
欧
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
舞
台
に
し
た
こ

の
作
品
は
、
２
０
１
７
年
10
月
に
大
阪
で

公
開
さ
れ
ま
し
た
。
題
名
の
「
血
」
は
民

族
の
こ
と
。
サ
ー
ミ
人
は
北
欧
の
ラ
ッ
プ

ラ
ン
ド
地
方
で
ト
ナ
カ
イ
を
飼
っ
て
生
活

す
る
先
住
民
族
で
、
独
自
の
言
語
や
伝

統
、
文
化
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
映
画

で
描
か
れ
る
１
９
３
０
年
代
に
は
、
劣
等

民
族
と
し
て
蔑
ま
れ
人
間
以
下
の
扱
い
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

　

主
人
公
は
サ
ー
ミ
人
の
女
性
エ
レ
・
マ

リ
ャ
。
彼
女
は
名
前
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人

風
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
に
変
え
、
サ
ー
ミ

民
族
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
消

し
て
自
由
に
生
き
る
道
を
選
び
ま
す
。
年

老
い
た
エ
レ
が
、
サ
ー
ミ
人
と
し
て
生
き

た
妹
の
葬
儀
に
出
席
す
る
た
め
、
出
奔
後

初
め
て
故
郷
に
戻
っ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら

物
語
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
彼
女
の

少
女
時
代
（
１
９
３
０
年
代
）
が
回
想
の

形
で
語
ら
れ
ま
す
。
当
時
は
同
化
政
策
が

と
ら
れ
て
お
り
、
エ
レ
と
妹
が
通
う
寄
宿

学
校
で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
が
強
制
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
成
績
が
良
い
エ
レ
は
高
校

へ
の
進
学
を
望
み
ま
す
が
、「
サ
ー
ミ
人

の
脳
は
高
等
教
育
に
適
し
て
い
な
い
」
と

教
師
に
拒
否
さ
れ
、
何
と
し
て
も
こ
の
生

活
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
決
意
し
た
エ
レ

は
、
夏
祭
り
で
偶
然
知
り
合
っ
た
男
子
学

生
を
頼
っ
て
ひ
と
り
街
に
出
ま
す
…
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
史
の
暗
部
を
描
い
た
作

品
で
す
が
、
美
し
い
自
然
を
舞
台
に
し
た

独
特
の
民
族
衣
装
や
生
活
、
ヨ
イ
ク
の
歌

声
は
魅
力
的
で
す
。
東
京
国
際
映
画
祭
で

審
査
委
員
特
別
賞
と
主
演
女
優
賞
を
受

賞
。監
督
の
ア
マ
ン
ダ
・
シ
ェ
ー
ネ
ル
自
身

が
サ
ー
ミ
人
の
血
を
引
い
て
お
り
、
ヒ
ロ

イ
ン
を
演
じ
た
ス
パ
ル
ロ
ク
は
サ
ー
ミ
人

で
映
画
初
出
演
、
今
も
ト
ナ
カ
イ
を
飼
育

す
る
生
活
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

北
欧
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、知
ら
れ
ざ
る
迫
害
の
歴
史

「
ま
ち
の
住
み
か
を
楽
し
も
う
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

　

10
月
28
日
、
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
泉

ヶ
丘
駅
前
の
大
蓮
公
園
で
は
、「
ま
ち
の

住
み
か
を
楽
し
も
う
」
と
の
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
公
園
や
緑
な

ど
が
豊
か
で
、
周
辺
に
は
旧
集
落
・
農
村

地
域
も
あ
る
と
い
う
魅
力
一
杯
の
地
域
で

す
。
し
か
し
、
高
齢
化
・
老
朽
化
が
進

み
、
堺
市
が
４
年
半
前
に
「
一
緒
に
泉
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
魅
力
を
発
掘
し
、
楽
し

「まちの住みかを楽しもう」イベントの様子

泉
北
レ
モ
ン
か
ら
作
ら
れ
た　

マ
ー
マ
レ
ー
ド
な
ど
の
加
工
品

紹
介
さ
れ
、
全
国
か

ら
も
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

す
で
に
「
泉
北
レ

モ
ン
」
の
登
録
商
標

も
取
得
し
、「
泉
北

の
特
産
品
に
」
と
商

品
開
発
も
は
じ
ま

り
、
み
ん
な
の
夢
が

膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

み
、
発
信
し
よ
う
」
と
住
民
に
呼
び
か

け
、
住
民
主
体
の
い
く
つ
も
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

泉
北
の
特
産
品
に

登
録
商
標
も
取
得

　

そ
の
代
表
格
が
、「
泉
北
レ
モ
ン
の
街

ス
ト
ー
リ
ー
」で
す
。こ
れ
は
、泉
北
地
域

は
レ
モ
ン
な
ど
の
柑
橘
類
が
育
ち
や
す
い

こ
と
か
ら
、
泉
北
地
域
を
「
レ
モ
ン
の
街

に
♪
」
と
は
じ
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　

ま
ず
、
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
戸
建
て

の
お
庭
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
、

「
レ
モ
ン
を
植
え
ま
せ
ん
か
」
と
呼
び
か

け
、
す
で
に
６
０
０
人
を
超
え
る
人
が
参

加
し
、
植
え
て
い
ま
す
。
小
中
学
校
で
記

念
植
樹
し
た
り
、
泉
ヶ
丘
駅
前
の
広
場
や

泉
北
高
島
屋
で
も
鉢
植
え
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
・
雑
誌
な
ど
で
も


